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農林業を基幹に観光で活性化

　
高
山
村
は
農
林
業
を
基
幹
産
業

に
、
観
光
立
村
に
向
け
た
取
り
組
み

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
農
業
は
、

高
山
村
の
景
観
に
配
慮
し
た
経
営
基

盤
の
整
備
を
行
い
、
米
、
野
菜
、
村

の
花
の
り
ん
ど
う
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

取
り
組
む
ほ
か
、
付
加
価
値
の
高
い

6
次
産
業
化
を
め
ざ
し
新
た
な
特
産

品
や
商
品
開
発
を
積
極
的
に
支
援
し

て
い
ま
す
。

　
香
り
が
良
く
柔
ら
か
く
て
お
い
し

い
「
高
山
き
ゅ
う
り
」
は
、
高
山
村

以
外
で
は
手
に
入
り
に
く
い
伝
統
野

菜
で
、
一
般
の
き
ゅ
う
り
の
3
、
4

倍
の
大
き
さ
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
高
山
村
の
お
い
し
い
農
産
物
を
生

か
し
、
官
民
協
働
の
「
た
か
や
ま
村

ベ
ジ
フ
ル
グ
ル
ー
プ
」
を
中
心
に
地

産
池
消
メ
ニ
ュ
ー
の
普
及
を
進
め
、

平
成
26
年
度
は
群
馬
県
初
と
な
る

「
関
東
農
政
局
長
賞
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。
地
域
の
食
材
を
生
か
し
、
学

校
、
家
庭
、
施
設
で
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
を
通
じ
た
食
育
と
健
康
増
進
の
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
森
林
は
、
良
質
な
水
を
育
む
水
源

か
ん
養
、
土
砂
災
害
の
防
止
、
二
酸

化
炭
素
の
吸
収
・
貯
蔵
す
る
環
境
保

全
の
機
能
を
持
ち
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
教
育
の
場
、
野
生
鳥
獣
の

生
息
の
場
と
し
て
適
切
な
保
全
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
山
村
で
は
、

森
林
整
備
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま

え
、
望
ま
し
い
豊
か
な
森
林
を
育
て

て
い
く
た
め
の
指
針
と
し
て
平
成
25

年
か
ら
10
年
間
の
森
林
整
備
計
画
を

策
定
し
、
26
年
度
に
変
更
を
行
い
、

森
林
の
機
能
の
総
合
的
な
保
全
に
つ

と
め
て
い
ま
す
。

　
農
林
業
の
担
い
手
の
減
少
、
高
齢

化
な
ど
の
諸
課
題
に
向
き
合
い
、
道

の
駅
「
中
山
盆
地
」
と
農
林
事
業
の

連
携
に
よ
り
、
体
験
型
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
交
流
促
進
を
は

か
っ
て
い
き
ま
す
。
道
の
駅
、
ぐ
ん

ま
天
文
台
や
村
内
の
民
間
観
光
施
設

を
拠
点
に
、
「
高
山
モ
デ
ル
」
の
観

光
事
業
を

創
出
し
、

村
の
活
力

強
化
を
め

ざ
し
ま
す
。

　
高
山
村
は
、
緑
豊
か
な
山
々
に
い

だ
か
れ
、
村
の
中
央
を
名
久
田
川
が

流
れ
る
高
原
地
帯
で
す
。
高
山
村
に

は
、
美
し
い
星
空
や
農
村
の
原
風
景

が
残
さ
れ
て
お
り
、
か
け
が
え
の
な

い
村
の
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
財
産
で
あ
る
豊
か
な
自

然
と
村
の
景
観
を
保
全
し
な
が
ら
、

調
和
の
と
れ
た
発
展
を
め
ざ
し
、
社

会
基
盤
の
維
持
や
環
境
衛
生
対
策
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
合
併
浄
化
槽

の
設
置
や
集
落
排
水
処
理
施
設
の
整

備
を
進
め
、
環
境
の
保
全
と
循
環
型

社
会
の
実
現
に
向
け
、
村
民
と
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
が
着
実
な
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
防
災
に
対

す
る
意
識
が
高
ま
り
、
集
中
豪
雨
、

豪
雪
な
ど
自
然
災
害
に
も
備
え
た
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
防
活
動
や
地

域
防
災
組
織
の
強
化
、
緊
急
物
資
の

備
蓄
、
防
災
行
政
無
線
の
充
実
、
防

災
知
識
の
普
及
に
努
め
、
避
難
時
の

要
配
慮
者
な
ど
増
加
す
る
災
害
弱
者

も
視
野
に
入
れ
た
自
助
、
共
助
、
公

助
の
充
実
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
な
か
、

居
住
促
進
を
は
か
り
人
口
減
少
対
策

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
村
民
の

誰
も
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
地
域
で

暮
ら
せ
る
よ
う
、
自
治
会
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
一
人
ひ
と
り
の

力
を
発
揮
し
、
村
民
総
参
加
の
村
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こんにゃくいも村のがっこう はたけ組

農業

産 業 く ら し


